


〔研究目的〕 

 小児気管支喘息の発症病理について遺伝的に固定された部分と社会的,家庭内環境因子

に依存して可変性をもつ部分がある。過去 2年間の研究成果によって気管支喘息の長期予

後と薬剤治療の限界が示され,また小児気管支喘息治療を阻む難治化要因の解明とその検

出法が開発された。本年は患児のより詳細な分析によってより適切,明解な生活指導法を確

立するため昨年迄の研究をさらに敷衍するとともに,喘息素因についても根本的な検索を

おこなった。 


